


































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は①
食料自給率の計算において、国産農産物の輸出量が増加すると国内生産熱量が増大して計
算上の自給率は上昇する。他の選択肢は目標値の変遷や自給率の推移、米の自給率等の記
述に誤りがある。

●問題Ⅲ-2
正解は⑤
平成30年産主食用米の作付面積は全国で138.6万ha、都道府県別では新潟県が最多であ
る。主食用米以外の作付けでは飼料用米が8.0万haで最多を占めるため、選択肢5が最も適
切である。

●問題Ⅲ-3
正解は②
農業用ドローンによる農薬散布実績面積の大半（約9割）は水稲を対象とした防除であ
り、果樹防除が9割弱を占めるとする記述は実際の利用実態と大きく異なり不適切であ
る。

●問題Ⅲ-4
正解は④
一代雑種は雄性不稔性等を利用することで自殖性作物であるイネやトマト、ピーマン等で
も広く実用化されている。他殖性の強い作物に限られるとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-5
正解は③
植物の必須元素は多量元素および微量元素を合わせて16〜17元素である。ナトリウム（Na
）は一般的な高等植物にとって必須元素ではないため、③の記述は不適切である。

●問題Ⅲ-6
正解は④
花きは生鮮品であり日持ちや品質低下に伴う廃棄ロスが多いため、小売価格に占める小売
経費等の流通経費の割合は4〜5割程度と高くなる。約1割と低いとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
リンゴの台木には同属のマルバカイドウやM系わい性台木などが用いられ、樹を大きくす
る目的でセイヨウナシを台木に接ぎ木することはないため、⑤の記述は誤りである。

●問題Ⅲ-8
正解は②
挿し木発根を促進するインドール酪酸はオーキシン類、側芽発生を促すベンジルアミノプ
リンはサイトカイニン類、伸長抑制を示すパクロブトラゾールはジベレリン生合成阻害剤
である。

●問題Ⅲ-9
正解は②
ファイトプラズマは細胞壁を持たない原核生物（細菌）の一種であり、カビの仲間である
糸状菌ではない。昆虫によって媒介される病原細菌であるため、②の記述は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は③
交信攪乱法は生息密度が低い時期ほど交尾阻害効果が顕著に現れる。世代を重ねて害虫密
度が高まってから処理すると効果が大きく低下するため、③の記述は不適切である。

●問題Ⅲ-11



正解は①
ダイコンは低温に遭遇すると花芽分化し長日で抽だいする。冬期のトンネル栽培は夜間等
の低温を回避して花芽分化自体を抑制し抽だいを防ぐ作型であり、促進するとする①は誤
りである。

●問題Ⅲ-12
正解は③
ビタミンB群（B1、B2、B6、B12、ナイアシン、葉酸、ビオチン、パントテン酸）はいずれ
も水溶性ビタミンに分類される。すべて脂溶性ビタミンとする③は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
大豆と小麦をほぼ同量用いるAは濃口醤油、仕込み時に甘酒等を加えて色を淡く仕上げるB
は淡口醤油、大豆主体でうま味と粘度が高いCは溜り醤油に対応する。

●問題Ⅲ-14
正解は④
デンプン中の分枝状成分はアミロペクチン、直鎖状成分はアミロースである。もち米はほ
ぼ全量がアミロペクチンであり、加熱により甘味を増す分解酵素はβ-アミラーゼであ
る。

●問題Ⅲ-15
正解は②
アミノ酸は同一分子内にアミノ基（-NH2）とカルボキシル基（-COOH）の双方を併せ持つ
有機化合物の総称である。どちらか一方のみを持つとする②は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は①
サルモネラは食肉や鶏卵などを介して急性胃腸炎を引き起こす細菌（腸内細菌科）であ
り、ウイルスではない。ウイルス性食中毒とする①の記述は明らかな誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は③
酸素は好気性微生物の増殖や油脂の酸敗、色素の褪色を引き起こす劣化要因であるため、
長期貯蔵では脱酸素剤や不活性ガス置換により酸素濃度を極力低く管理する。

●問題Ⅲ-18
正解は①
飼料用トウモロコシは単位面積当たりの乾物収量やTDN収量が極めて高い代表的な高栄養
飼料作物である。収量が低いとする記述は実態と異なり不適切である。

●問題Ⅲ-19
正解は④
平成22年に大流行したAは口蹄疫、牛の慢性伝染病であるBはヨーネ病、平成10年代に発生
したCは牛海綿状脳症（BSE）、平成30年に再発生したDは豚コレラである。

●問題Ⅲ-20
正解は②
ブタは季節に関係なく通年で交配・分娩が可能な周年繁殖動物であり、1腹の産子数は通
常10頭前後である。秋〜冬の季節繁殖で産子数1〜3頭とする②は誤りである。

●問題Ⅲ-21
正解は⑤
白色立耳の大ヨークシャー種、デンマーク原産で垂れ耳のランドレース種、赤褐色で止め
雄に用いるデュロック種、黒六白で肉質が良いバークシャー種の組み合わせである。

●問題Ⅲ-22
正解は③



農業産出額における畜産の内訳では、肉用牛、生乳、豚に加え、鶏（ブロイラーおよび鶏
卵）も産出額全体の約25%を占める主要部門である。鶏を7%とする③は誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は④
体重や乳量などの量的形質は多数の微小効果遺伝子（ポリジーン）と環境要因の相互作用
によって支配され、形質値が連続分布を示すため単純な級分けができない。

●問題Ⅲ-24
正解は③
ミティゲーションは事業による自然環境への影響を回避・最小化・代償する環境保全手続
きを指す。地域で伝統的に継承されてきた暗黙の景観規約を意味するものではない。

●問題Ⅲ-25
正解は①
農業用水利権は作物の栽培期間に応じた季節的な水利用を前提としており、非灌漑期には
取水量が激減または停止するため、通年で水量が安定しているとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-26
正解は⑤
骨材中の反応性シリカがアルカリと反応してゲル化膨張する現象はアルカリシリカ反応（
ASR）である。二酸化炭素によりアルカリ性が失われる中性化とする⑤は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は⑤
ポンプ機場における揚水機の台数は、用水需要量の季節的変動への対応や維持補修時の運
用、故障時のリスク分散を考慮して複数台に分割設置するのが原則である。

●問題Ⅲ-28
正解は④
代かき用水は短期間に集中して多量の水を必要とするため、水利施設や水路断面の最大通
水容量および水源計画のピーク流量を決定する決定的な要因となる。

●問題Ⅲ-29
正解は②
出入作の解消や効率的な農地利用集積を進めるためには、行政区域や単一集落の枠組みに
とらわれず、水利系統や広域営農組織の活動実態に応じた範囲を設定する必要がある。

●問題Ⅲ-30
正解は①
頭首工の固定式堰（フィックスド・タイプ）は基岩が比較的浅い位置にある場合に直接堰
体を岩盤に緊結させる形式であり、深部基岩へのケーソン沈設とする記述は不適切であ
る。

●問題Ⅲ-31
正解は④
土地改良施設の重要度区分は、単なる施設規模や受益面積の大小のみならず、被災時にお
ける下流の人家・人命への影響度や二次災害の危険性等を総合的に考慮して判定される。

●問題Ⅲ-32
正解は③
練り返しにより軟化し静置により強度が回復する現象はチキソトロピーである。ダイレイ
タンシーはせん断変形に伴って土の体積が膨張または収縮する現象を指すため誤りであ
る。

●問題Ⅲ-33
正解は①
連続の式による流速変化、円管満流時の幾何学形状（潤辺πd、径深d/4）、水槽水面の動



揺現象であるサージング、弁開閉に伴う水撃作用の定義の記述はすべて正しい。

●問題Ⅲ-34
正解は⑤
土地改良事業における多面的機能の便益評価では、洪水防止や水源涵養機能の評価に代替
法（代替費用法）が広く用いられており、直接法や間接法の適用区分とする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-35
正解は②
国営や都道府県営の事業により造成された基幹的土地改良施設であっても、事業完了後は
受益農業者等で組織される土地改良区へ管理委託されるのが通例であり、②は不適切であ
る。


